
 

 

 

 

＜小学部３年生・社会体験学習＞ 
6月６日にイオンモール川口にあるリトルプラネットへ行ってきました。たくさんのボールに
滑り台、投げ方で壁面の映像が変わるボールプール、砂やマスコットを動かすと光の動き
が変わるAR砂遊び、自作のイラストをスキャンすると、その映像が流れるお絵かき３Dの
コーナー等、様々なアトラクションがありました。それぞれお気に入りのコーナーを見つけて
楽しむことができました。音や光の 
空間を楽しんだ後は、おいしいお弁当。 
良い体験となった一日でした。 
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「前向きな心」 

教頭  高橋
たかはし

 達樹
た つ き

 

            今年度も早いものであっという間に３ヶ月が過ぎました。６月中旬には関東地方も梅雨に入

りましたが、雨の日もあれば、熱中症が心配されるほどの高温の日も多く、気候の変化に慣

れていくのが大変な今日この頃です。そのような中、６月初旬よりプール指導もスタートし

ております。日々の天候条件によっては残念ながら実施できないこともありますが、入水時 

の子どもたちの嬉々とした姿を目の当たりにすると、嬉しく感じます。学びを通して季節を感じつつ、集団で

の経験を積み重ねていくことで『ルールを守り』『楽しく』『たくましく』これからも安全第一・健康第一で進

めてまいります。 

さて、話は変わりますが、先日、惜しまれつつお亡くなりになられた、ミスタープロ野球こと長嶋茂雄巨人

軍終身名誉監督の名言の中に、「いつもずっと思っていることは、現実になっていきます。よいことを常に思っ

ていきましょう。」と言われています。この言葉をとおして私自身改めて『前向きな心・成功体験の大切さ』を

学びました。本校においても、明るく意欲的な態度で日々の学習活動を一歩一歩取り組んでいる子どもたちの

姿を多く見ることができます。この先順調なことばかりではないかもしれませんが、「がんばった」「できた」

「楽しい」「あきらめないでよかった」等、たくさんの「前向きな心」を子どもたちに実感してもらうために、

これからも保護者、地域の皆様の御理解と御協力をいただきながら、私たち浦和特別支援学校教職員一同は、

一日一日を大切に子どもたちの着実な成長を願い、日々の教育実践に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜高等部 授業参観（体育実技発表会）＞ 
 

５月３１日(土)に高学部の体育発表会がありました。 

雨天のため体育館で1，2年生と3年生で分かれて行いました。 

今年は新たに宅急便リレーという新種目も行われ、とても盛り上が 

りました。 

また、授業で取り組んできた、ダンスや種目を保護者の前 

で発表したり、応援合戦では各学年のチームワークを披露したりすること 

ができました。緊張している姿も見られましたが、日ごろの授業の成果 

を発揮し精一杯生徒達は授業に取り組んでいました。 

この経験を糧に、今後もさらに飛躍していくことを期待しております。 
 
 
 
 


